
地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制
構築モデル事業

－ 今治モデルとは －
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東京海上日動

津村 侑子

今治市役所

住吉 淳



今治市について

基本情報
位置・地勢：愛媛県北東部、瀬
戸内海に面する港町。しま
なみ海道の起点

人口：145,611人
世帯数：76,４６３世帯
（2025年12月末時点）
歴史・文化：村上海賊、今治城、
丹下健三氏など著名建築家
による建築群

FC今治：J2所属。地域密着型
クラブとして教育・地域連携
活動も展開中

今治の“日本一”
今治タオル：全国シェア
約60% 、品質とブランド力で
日本一
しまなみ海道：海を渡る世界的
サイクリングロードで、 年間
33万人のサイクリストが訪れる
日本最大の海事都市：海運・造
船・舶用工業が集積し生産量や
集積度等日本一の規模を誇る
業務用混合調味料市場シェア
トップ（日本一）の企業立地
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令和６年度 令和7年度

－取組背景
－今治モデルの構築

－事業継続
－スキルアップPG
－横展開
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取組背景

• 脱炭素（施策）は、企業サイドも支援する側
もノウハウ（情報）・マンパワー・費用不足で
あり、地域での脱炭素のプライオリティ低い

• 産業特性的に（製造業中心）女性の就業率
が低い（やりたい仕事が見つからない、知ら
ない）という地域課題

• 経営課題と脱炭素化の取組等につながり
を見出し、脱炭素化を自分ごと化してもら
う

• 働きがいのある職場は脱炭素も進んだ職
場では？というようにストーリーを組んで
一本化（仮説立て）した

• 所属・役職・性別を超えて当該テーマを考
える体制（コミュニティ組成）をとった（国
でも県でもやってない、且つ縦割り打破）

座学＝眠い、自分にとって
遠い

カードゲーム
• 学びの３要素全てを包含
（座学、FW、考察・提案）
• 楽しい・身近
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多様な人材のエンパワメント × 脱炭素経営

課題同士を掛け合わせて 関わりしろ をつくる

◼バラバラ

◼一本化



今治モデルの構築
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特徴１ 座組の構築・無理のない範囲での役割分担

各機関の特性を活かした役割分担とプログラムの提供

別添２ 地域ぐるみでの支援体制構築ガイドブック _令和６年度採択地域の事例集より

◼座組



今治モデルの構築
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特徴１ 座組の構築・無理のない範囲での役割分担

各機関の特性を活かした役割分担とプログラムの提供

今治市地域ぐるみWG#6より

◼役割分担



今治モデルの構築
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特徴２ 意識変容～行動変容～行動サポートまで一貫したPG（ありものの組合せ）

意識変容を入口 に、カードゲーム体験で「脱炭素」に対するハードルを下げる

◼STEP1  意識変容PG
「今治脱炭素ビジネスカレッジ」

開催日
①2024年10月17日（木）（27名）※２回実施
②2024年10月18日（金）（13名）
内容
気候危機・脱炭素の基礎知識（20分）
脱炭素まちづくりPLAY！（90分）
脱炭素事業アイデア構想WS（70分）

事後アンケート（N=22）
• 100％ プログラムを楽しめた
• 64％ 実際に脱炭素に向けて行動したい
• 27% 脱炭素を自分事として意識した
• 95% 今後、勉強会やｺﾐｭﾆﾃｨに参加したい

◼STEP2  行動変容PG
「今治市脱炭素経営スクール」

開催日（参加者）
①2024年11月 5日（火）（28名）
②2024年11月21日（木）（25名）
③2024年12月 3日（火）（25名）
④2024年12月12日（木）（27名）
内容
①脱炭素経営の基礎やGHG測定方法を学ぶ
②自社のGHG算定結果共有・人材育成／社内
脱炭素経営機運の醸成
③経営課題と脱炭素経営の関係性／先進事例考察
④2030年までの脱炭素化ロードマップ策定演習

事後（第４回目）アンケート（N=14）
• 回答者 100%が4回のスクールは有意義だっ
た

◼STEP3  行動サポートPG
「脱炭素コンシェルジュ」

サービス提供企業（全７社、以下業種）
造船業、観光サービス業、印刷業、電気通信設備/
土木・建築事業、交通安全施設工事・資材販売、タ
オル製造・販売、官公庁

内容
コンシェルジュ（専門家）が中小企業の経営課題を
深掘りし、最適な CO２排出量削減ソリュ ーション
を提案できるように伴走支援

※ 現在は東京海上スマートＧＸ株式会社
がスマートe-ナビとして提供している

※

※当該写真は今治市が令和６年度に実施した類似業務「中
小企業等先導的脱炭素化推進業務」のものです



認定式
2024年1月17日（金）
バリグリ 17社19名（内女性９名、以下業種内訳）
放送事業、造船、舶用、交通安全施設工事、観光サー
ビス、タオル、繊維・染色、繊維製品企画販売、ガス、
電気通信設備事業、印刷、電気機器、金融、保険業、
行政

未来構想ワークショップ
2024年２月22日（土）
内容
地域ビジョン議論
次年度以降の活動の整理

今治モデルの構築

10

特徴３ コミュニティ（人材ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ）で脱炭素経営を推進

行動変容PG修了者をバリグリ（地域の脱炭素経営推進役）に。ビジョン・ロゴも作成

◼バリグリ認定 ◼ビジョンロードマップ・ロゴ作成 ◼第二世代交付金採択
（事業継続性確保）

－コミュニティ
－心理的安全性
－様々なアイデア
・闊達な意見交換の場
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事業継続（２年目）
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意識変容～行動変容～行動サポートPGを着実に実行

今期は12社14名が２期生として誕生（認定式は２月13日）

◼STEP1  意識変容PG
「今治脱炭素ビジネスカレッジ」

開催日（参加者（
2025年６月６日（金）（24名）
内容
脱炭素まちづくりPLAY ！体験会
本市の脱炭素施策説明
気候変動に関する基礎知識
カードゲームルール説明
カードゲーム実施
振り返り・意見の共有

参加者の声

• シミュレーションカードゲームはまさに現実世界
の縮図だと感じた。脱炭素を自分事化しなくては

• 協力し合うと温室効果ガス排出量が下がった

◼STEP2  行動変容PG
「今治市脱炭素経営スクール」

開催日（参加者）
①2025年６月25日（水）（21名）
②2025年７月23日（木）（17名）
③2025年８月27日（火）（17名）
④2025年９月９日（火）（17名）
内容
①脱炭素経営の基礎やGHG測定方法を学ぶ
②自社のGHG算定結果共有・人材育成／社内
脱炭素経営機運の醸成
③経営課題と脱炭素経営の関係性／先進事例考察
④2030年までの脱炭素化ロードマップ策定演習
参加者の声
• GHG排出量が見える化されると、具体的な対策方法
を考えることができる

• 他社の人と話すことで新しい切り口が発見できそう

◼STEP3  行動サポートPG
「脱炭素コンシェルジュ」

サービス提供企業
現在、東京海上日動火災保険（株）を通じて
調整中

※ 現在は東京海上スマートＧＸ株式会社
がスマートe-ナビとして提供している

※

※当該写真は今治市が令和６年度に実施した類似業務「中
小企業等先導的脱炭素化推進業務」のものです



スキルアップPG（１期生＆２期候補生）
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全４回＋成果報告会を予定

１月22日に第４弾、２月13日に成果報告会を開催。コミュニティの場（意見交換）を通じて市や県の施策利用促進に寄与！

◼第1弾  
J-クレジットの勉強会

開催日（参加者）
2025年８月５日（金）（30名）
内容
【講義】J-クレジットの創出・活用について
（（株）バイウィル）
参加者で、脱炭素経営・Ｊ－クレジット創出に
向けて何ができるかを考えるワークショップ
（グループディスカッション）
参加者の声
• ワークショップで出た脱炭素アイデアが抽象
的なものでなく具体的で、バリグリを中心と
するコミュニティが育っているのを感じた

• 参加している高校生の意見や考え（ものの
見方）は今の大人にない感覚。就職先として
認知してもらうためにも参考にしたい

◼第2弾  
「おしえて！かとうさん」

開催日（参加者）
2025年９月25日（水）（18名）
内容
• 【講義】フィールドワークの技法レクチャー
（株式会社 しゃかいか！）

• 参加者で、オープンファクトリーで良質な問いを
ぶつけるためのワークショップ（グループディス
カッション）

参加者の声
• オープンファクトリーの前に疑問点や目的を整
理することで、より密度の高いフィールドワーク
ができる（次回につながる）と感じた

• 情報発信の手法を学ぶことで、継続していくた
めの工夫とその必要性について理解できた

◼第3弾 
「オープンファクトリー」

開催日（参加者）
2025年11月20日（水）（18名）
内容
• 西染工（染色加工会社）の脱炭素経営の現場を
見る

• 省エネが脱炭素化に結果としてつながっていっ
たのが面白かった

• 多能工化や製造ラインの分散操業化が社員の働
きやすい環境整備にもつながっており、脱炭素
化と働きがい・やりがいは両立するもの・背中合
わせであることが分かった



スキルアップPG（１期生＆２期候補生）
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全４回＋成果報告会を予定

１月22日に第４弾、２月13日に成果報告会を開催。コミュニティの場（意見交換）を通じて市や県の施策利用促進に寄与！

◼第４弾  
第３弾振り返りと成果報告会
に向けて

開催日（参加者）
202６年１月22日（木）（７名）
内容
オープンファクトリー振り返り
次年度以降のアイデア構想ワークショップ
成果報告会での発表事項整理
参加者の声
• みんなの事業アイデアが具体的且つ現実的
なものへと変化している

• バリグリ同士がコラボしてやる事業アイデア
が生まれており、ワクワクする

◼ファイナル  
バリグリFES２０２５！



バリグリの伝道師活動その他
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支援機関とともに市外での講演活動

知識を備えた人材が各種方面で脱炭素経営の必要性をPR

◼２月24日＠愛媛県松山市で
のえひめゼロカーボン 取組
共有・交流会（愛媛県主催）

愛媛県より

◼３月２日官民共創セミナー＠
愛媛県西条市での登壇（愛媛
銀行主催）

愛媛銀行より

◼10月21日＠高松でのLS四
国ネットワーキング会で出展
（LS四国主催）



横展開
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今年度は県内市町へ仕組を横展開

2025年度も地域ぐるみ事業に採択。東京海上日動火災保険を代表申請者として、八幡浜市・内子町へ「今治モデル」を横展開！

GX実行会議（第15回）資料３抜粋（内閣官房HPより）

今年度バリグリは12社14名輩出



横展開

17

今年度は県内市町へ仕組を横展開

心構えや、地域の実態に即したプログラム組成のアドバイス、プログラムの実演



18これからも今治モデル地域を盛り上げていこうわい
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